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金融機関
41,535千株

34.0%

証券会社
5,027千株
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その他の法人
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5.8%

外国人
46,758千株
38.3%

自己株式
4,591千株
3.7%

個人・その他
16,884千株
13.8%

●	所有者別株式分布状況	（2023年3月31日）株式情報 （2023年3月31日現在）

事業年度 4月1日～3月31日

定時株主総会 6月下旬

株式の状況

発行可能株式総数 197,730,800株

発行済株式総数 121,985,078株
（自己株式 4,591,631株を含む）

株主数 49,096名

株主名簿管理人 三井住友信託銀行株式会社

●	大株主の状況	（2023年3月31日現在）

氏名または名称 持株数
（千株）

所有比
（%）

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 20,397 17.3

株式会社日本カストディ銀行（信託口） 8,688 7.4

STATE STREET BANK AND TRUST COMPANY 505001 4,425 3.7

JP MORGAN CHASE BANK 385632 4,228 3.6

JP MORGAN CHASE BANK 380072 2,445 2.0

株式会社みずほ銀行 2,000 1.7

SSBTC CLIENT OMNIBUS ACCOUNT 1,845 1.5

JPモルガン証券株式会社 1,738 1.4

MSIP CLIENT SECURITIES 1,721 1.4

JP MORGAN CHASE BANK 385781 1,543 1.3
※ 当社は、自己株式4,591,631株を保有しております。
※ 持株比率は、自己株式を控除して計算しております。

●	株価の推移

※  当社は、2017年10月1日を効力発生日として、普通株式について10株を1株へ併合しました。2017年9月以前の株価につきましては株式併合を考慮し算出した値とな
ります。

セメントのすごいところ

●セメントは
どうやってつくられるか
　セメントの製造工程は大別すると、原料調合・粉砕
工程、焼成工程、仕上げ工程で構成されます。セメン
トは石灰石を主原料とし、粘土、けい石や鉄原料な
ど天然原料からつくられていましたが、近代では、廃
棄物や副産物の利用が進められています。
　焼成工程では、例えば日産5,000トンといった高
い生産性や80％といった高い熱効率から、NSPキル
ンが世界で標準的に使われています。NSPキルンで
は、下図（1～4）のような物理現象や化学反応が起
こっています。

なぜセメント工場では
廃棄物・副産物が利用できるのか
　セメント工場では、焼成工程において、所定
の化学組成の調合原料を1,450℃という高温
で焼成してクリンカを製造しています。この
高温での焼成により、ダイオキシンといった有
害物質は完全に無害化され、燃え殻などの残
さは、その主要成分であるアルミ、シリカ、カ
ルシウムや鉄を、そのままセメント鉱物の原料
として利用できるのです。また、有機成分や可
燃性廃棄物は石炭代替となるのです。さらに、
火力発電所の排ガス処理によって生成した副
産石膏はそのままセメントの原料として使える
のです。

●セメントは
何がすごいのか
　セメントの原燃料として製鉄所や石炭火力発電所
から排出されるものを含めた各種産業廃棄物や副産
物、また自治体から排出される都市ごみ焼却残さや
汚泥などを使用し、その数量は合計でセメント1トンあ
たり400㎏を超えています。さらに近年ではがれきや
木くずなどの災害廃棄物の活用が進められています。
　このように、セメントのすごいところは、製品であ
るセメントの品質を変えることなく、また二次廃棄
物を発生させることなく大量の廃棄物・副産物を有
効利用している点です。

1
プレヒーター ： 設備内温度400-1,000℃
燃焼ガスの余熱により調合原料が加熱され、
原料である石灰石の脱炭酸がはじまる

2
仮焼炉 ： 設備内温度800-1,000℃
仮焼炉での燃焼熱により、石灰石の脱炭酸
が完了する

3
キルン ： 設備内温度1,000-1,450℃
メインバーナーでの加熱により、セメント鉱
物が生成する

4
クリンカクーラー ： 設備内温度100-1,200℃
外気の吹込みにより、生成した半溶融状態のクリンカが
急速に冷却される

5
仕上げ工程 ： 
クリンカに少量の石膏を添加し、仕上げミルで粉砕して
セメントが完成する

●	利用される廃棄物・副産物と化学組成例

➡ セメント焼成熱エネルギー源 セメントの化学組成 ➡
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